
法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開

日
蓮
を
中
心
に

田

村

完

爾

立

正

大

学

は

じ

め

に

日
蓮
（
一
二
二
二
｜
一
二
八
二
）
は
、
釈
尊
｜
天
台
智

｜
伝
教
最
澄
と
連
な
る
法
華
仏
教
の
正
統
的
系
譜
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
そ

の
中
に
自
己
を
位
置
づ
け

三
国
四
師

の
相
承
を
標

す
る
（
五
二
歳

顕
仏
未
来
記

。

定
遺

七
四
二
｜
七
四
三
頁
。
真
蹟
身
延
曽

存
）。
そ
の
草
木
国
土
成
仏
論
も
天
台
法
華
教
学
を
依
用
し
な
が
ら
、
独
自
の
展
開
を
示
す
。
本
稿
で
は
、
主
に
日
蓮
に
お
け
る
草
木
成

仏
論
を
、
中
国
天
台
・
日
本
天
台
等
の
説
示
を
含
め
な
が
ら
検
討
し
て
行
き
た
い
。

一

中
国
に
お
け
る
無
情
仏
性
論
の
概
観

天
台
教
学
を
中
心
に

中
国
天
台
教
学
で
は

草
木
成
仏
論

の
名
称
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず

無
情
仏
性
論

等
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
容
も
、
日

本
中
古
天
台
に
お
け
る
草
木
の
発
心
・
修
行
・
成
仏
論
の
よ
う
な
前
衛
的
な
思
想
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
検
討
に
先
立
ち
、
ま
ず
、
経
典
の
中
で
無
情
仏
性
あ
る
い
は
草
木
成
仏
に
関
連
す
る
説
示
が
見
ら
れ
る
主
要
な
も
の
を
見
て
み
た

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
〇
九



い
。
こ
こ
で
は

大
宝
積
経

中
陰
経

お
よ
び
大
乗

涅
槃
経

が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
宝
積
経

に
は

爾
時
大
徳
舎
利
弗
。
語
文
殊
師
利
言
。
未
曽
有
也
。
汝
力
持
故
。
令
魔
波
旬
作
如
来
身
身
相
具
足
坐
師
子
座
。
説
是
深
法
。
文
殊
師

利
言
。
大
徳
舎
利
弗
。
一
切
草
木
樹
林
無
心
。
可
作
如
来
身
相
具
足
悉
能
説
法
。（

正
蔵

一
一
巻
一
五
〇
頁
ａ
）

と
言
う
説
示
が
見
ら
れ
、
安
然
（
八
四
一
？
｜
九
一
五
？
）

菩
提
心
義
抄

（

正
蔵

七
五
巻
四
八
四
頁
ｃ
）
を
始
め
、
日
本
中
古
天
台
期

に
草
木
成
仏
論
の
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
示
は
文
殊
師
利
菩
薩
が
加
持
力
を
以
て
無
心
の
草
木
に
如
来
の
身
相
を

具
足
せ
し
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
加
持
力
に
よ
る
成
仏
で
あ
る
か
ら
、
一
般
的
な
成
仏
と
言
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

意
見
が
分
か
れ
よ
う
（
た
だ
し
日
蓮
の
立
場
に
は
近
い
よ
う
に
も
感
じ
る
）。
ま
た

中
陰
経

の

一
仏
成
道
。
観
見
法
界
。
草
木
国
土
。
悉
皆
成
仏
。
身
長
丈
六
。
光
明
遍
照
。
其
仏
皆
名
。
妙
覚
如
来
。（
証
真

止
観
私
記

参
照
。

仏
全

一
七
巻
一
九
頁
上
）

と
い
う
文
も
安
然
の

斟
定
草
木
成
仏
私
記

（
応
永
二
三
年
刊
本

東
洋
大
学
所
蔵

十
六
丁
右
）、

教
時
問
答

（

正
蔵

七
五
巻
四
三

六
頁
ｂ
）、

菩
提
心
義
抄

（

正
蔵

七
五
巻
四
八
四
頁
ｃ
）、
播
磨
道
邃

天
台
法
華
疏
記
義
決

（

仏
全

一
五
巻
二
八
二
頁
上
）、
証
真

止
観
私
記

等
に
見
え
る
。
こ
の
文
も
、
中
古
天
台
期
に
盛
ん
に
草
木
成
仏
論
の
援
証
の
文
と
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、
竺
仏
念
訳

中

陰
経

に
、
そ
の
該
当
文
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
日
本
に
お
い
て
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

い
っ
ぽ
う

一
切
衆
生
悉
有
仏
性

を
説
く
こ
と
で
名
高
い
大
乗

涅
槃
経

で
は
、

非
佛
性
者
所
謂
一
切
牆
壁
瓦
石
無
情
之
物

離

如

是
等
無
情
之
物

是
名

佛
性

（

正
蔵

一
二
巻
八
二
八
頁
ｂ
）

と
説
か
れ
、
一
見
、
無
情
仏
性
を
全
く
否
定
し
て
い
る
如
く
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

涅
槃
経

に
無
情
仏
性
論
は
示
さ
れ
て
い
な

い
と
も
判
断
で
き
る
が
、
こ
の
文
の
前
に

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）
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非
涅
槃

名

涅
槃

非
如
來

名

如
來

非
佛
性

名

佛
性

（
同
前
）

と
い
う
説
示
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
単
な
る
無
情
仏
性
の
否
定
と
速
断
で
き
な
い
面
も

涅
槃
経

に
は
あ
る
。
こ
こ
に
後
世
、
湛
然

金
剛

論

の
主
張
が
立
て
ら
れ
て
く
る
。

次
に
中
国
仏
教
に
お
け
る
人
師
の
見
解
を
辿
っ
て
み
た
い
。

浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
｜
五
九
二
）
は

大
乗
義
章

（

正
蔵

四
四
巻
四
七
二
頁
ａ
）
に
お
い
て
、
仏
性
を
能
知
性
と
所
知
性
に
分
け
、

能
知
性
は
有
情
の
み
に
あ
り
、
所
知
性
は
有
情
に
も
非
情
に
も
通
ず
る
と
し
た
。

中
国
に
お
い
て

法
華
経

中
心
の
仏
教
を
始
め
て
確
立
し
た
と
見
ら
れ
る
天
台
智

（
五
三
八
｜
五
九
八
）
は
、
森
羅
万
象
（
事
）

の
本
質
と
し
て
諸
法
実
相
理
を
説
き
、
実
相＝

中
道＝

仏
性
と
示
し
、

一
色
一
香
無
非
中
道

と
て
中
道＝

仏
性
の
遍
在
性
を
述
べ
、

諸
法
実
相
理
を
具
体
的
に
一
念
三
千
と
表
現
し
、
仏
界
を
含
め
た
十
界
の
相
性
と
国
土
と
を
互
具
融
合
せ
し
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち

法
華
玄
義

巻
七
上
で
は
、
森
羅
万
象
の
俗
諦
と
、
諸
法
実
相
の
真
諦
が
円
融
し
て
不
思
議
一
で
あ
る
意
を
提
示
し
て
い

る
（

正
蔵

三
三
巻
七
六
四
頁
ｂ
）。
こ
れ
は
、
草
木
を
含
め
た
自
然
の
営
み
の
万
象
全
て
が
実
相
理
（
仏
の
悟
り
の
世
界
）
と
円
融
不
二

一
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
八
下
で
は
、
実
相＝

中
道＝

仏
性
の
意
を
示
し
て
い
る
（

正
蔵

三
三
巻
七
八
二
頁
ｃ
）。

智

は
し
ば
し
ば

涅
槃
経

の

虚
空
仏
性

（

正
蔵

一
二
巻
六
八
五
頁
ｂ
他
）
等
の
説
示
に
基
づ
い
て
仏
性
を
虚
空
と
し
て
表
現
し
、

そ
の
遍
在
性
を
主
張
し
て
い
る
（

法
華
玄
義

正
蔵

三
三
巻
七
二
一
頁
ｃ
、

大
品
四
教
儀

正
蔵

四
六
巻
七
二
六
頁
ｂ
、

維
摩
経
玄

疏

正
蔵

三
八
巻
五
三
一
頁
ａ
、

維
摩
経
略
疏

正
蔵

三
八
巻
六
三
〇
頁
ｂ
、
他
）。
つ
ま
り
智

に
よ
れ
ば
、
こ
の
全
て
の
自
然
界

は
皆
な
実
相＝

中
道＝

仏
性
と
一
体
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に

摩

止
観

巻
一
上
で
は
、
円
頓
止
観
の
行
相
を
説
示
す
る
中
で
、
修
行
者
は
初
心
よ
り
諸
法
実
相
理
を
観
じ
、
自
己
の
一

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）
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念
を
法
界
（
全
存
在
世
界
）
と
合
一
せ
し
め
る
と
、
法
界
の

一
色
一
香
無

非

中
道

（

正
蔵

四
六
巻
一
頁
ｃ
）
と
い
う
世
界
が
開

け
て
く
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
全
て
の
存
在
世
界
の
一
つ
一
つ
の
要
素
は
、
一
つ
の
色
に
せ
よ
香
に
せ
よ
、
中
道
と
円
融
不
二
一
体

で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
色
や
香
は
有
情
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
無
情
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
か
ら
、
有
情
・
無

情
の
別
な
く
中
道＝

実
相＝

仏
性
が
遍
満
し
て
い
る
意
と
な
る
。
こ
の
円
頓
止
観
に
お
い
て
観
ぜ
ら
れ
る
実
相
理
の
世
界
を
さ
ら
に
具
体

的
に
示
す
法
門
が
、
巻
五
上
の
一
念
三
千
で
あ
る
。
一
念
三
千
は
周
知
の
よ
う
に
、
十
界
互
具
と
十
如
是
と
三
世
間
の
相
乗
に
よ
っ
て
成

立
し
て
い
る
。
つ
ま
り
我
々
の
己
心
に
は
十
界
（
仏
界
・
菩
薩
界
・
縁
覚
界
・
声
聞
界
・
天
界
・
人
界
・
修
羅
界
・
畜
生
界
・
餓
鬼
界
・
地
獄

界
）
が
具
わ
り
、
そ
の
一
界
に
は
そ
れ
ぞ
れ
十
界
が
具
わ
り
、
さ
ら
に
十
×
十
の
百
界
は
そ
れ
ぞ
れ
十
如
界
（
一
体
と
な
っ
た
十
種
の
身

心
・
運
動
・
因
果
の
諸
要
素
。
相
・
性
・
体
・
力
・
作
・
因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
等
）
が
具
わ
り
、
さ
ら
に
百
×
十
の
千
如
是
の
そ
れ

ぞ
れ
に
三
世
間
（
衆
生
の
身
心
と
環
境
。
衆
生
世
間
・
五
陰
世
間
・
国
土
世
間
）
が
具
わ
る
か
ら
、
一
瞬
一
瞬
の
心
に
三
千
の
世
界
を
備
え
て

い
る
と
さ
れ
る
（

正
蔵

四
六
巻
五
四
頁
ａ
他
）。
要
す
る
に
我
々
の
己
心
に
は
、
全
て
の
存
在
世
界
が
具
足
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
我
々
の
己
心
を
出
発
点
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
諸
要
素
同
士
の
互
具
よ
り
見
た
場
合
、
国
土
世
間
に
仏
界
が
具
わ

る
こ
と
が
草
木
国
土
成
仏
論
の
根
拠
と
な
っ
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
一
念
三
千
の
文
の
直
前
に
お
い
て
智

は
、

國
土
世
間
亦
具
十
種
法
。
所
謂

國
土
相
性
體
力
等
云
云
。
善
國
土
無
漏
國
土
。
佛
菩
薩
國
土
相
性
體
力
云
云
。（

正
蔵

四
六
巻

五
四
頁
ａ
）

と
解
説
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
土
世
間
に
も
十
種
の
法
す
な
わ
ち
十
如
是

相
（
す
が
た
）・
性
（
性
質
）・
体
（
本
体
）・
力
（
内
在

力
）・
作
（
力
の
顕
現
）・
因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
等
（
以
上
の
諸
要
素
が
究
極
的
に
一
体
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
）

が
具
わ
る
と
し
、

悪
国
土
（
地
獄
界
・
餓
鬼
界
・
畜
生
界
の
三
悪
道
に
具
わ
る
国
土
）
に
も
、
善
国
土
（
修
羅
界
・
人
界
・
天
界
の
三
善
道
に
具
わ
る
国
土
）
に
も
、

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）
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無
漏
の
国
土
（
声
聞
界
・
縁
覚
界
に
具
わ
る
国
土
）
に
も
、
仏
菩
薩
界
の
国
土
に
も
相
・
性
・
体
・
力
…
…
の
十
如
是
が
具
足
さ
れ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
説
示
、
お
よ
び
一
念
三
千
の
構
造
か
ら
、
我
々
の
住
す
る
国
土
に
も
地
獄
界
の
性
、
乃
至
、
仏
界
の
性
が
具
わ
っ

て
い
る
と
理
解
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

こ
の
一
連
の
智

の
説
示
を
広
げ
て
解
釈
す
れ
ば
、
草
木
国
土
に
も
仏
性
を
認
め
る
も
の
と
理
解
で
き
、
湛
然
の
無
情
仏
性
論
に
繫
が

っ
て
い
く
。
智

の
実
相
論
は

摩

止
観

に
お
い
て
一
念
三
千
と
し
て
提
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
一
念
三
千
は
同
時
に
中
道
・
仏
性
の

普
遍
性
を
も
示
す
。
湛
然
は
智

教
学
の
中
心
を
一
念
三
千
に
据
え
て
論
理
を
展
開
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て

金
剛

論

に
お
け
る

無
情
仏
性
論
も
一
念
三
千
論
の
中
で
語
ら
れ
て
い
く
。
た
だ
し
日
本
天
台
に
お
け
る
草
木
成
仏
論
は
、

一
色
一
香
無
非
中
道

等
の
文

は
し
ば
し
ば
依
拠
と
さ
れ
る
が
、
基
準
と
す
べ
き
一
念
三
千
論
に
基
づ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

（
浅
井
円
道

上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史

等
参
照
）。
草
木
成
仏
思
想
も
如
来
性
悪
思
想
も
法
身
説
法
思
想
も
天
台
本
覚
思
想
も
、
そ
の

元
と
な
る
要
素
は
、
智

の
教
学
を
精
査
す
れ
ば
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
智

の
時
点
で
は
、
そ
こ
に
テ
ー
マ
を
当
て
て
論

じ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
り
、
智

教
学
の
中
に
既
に
そ
の
核
が
陰
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
核
に
基
づ
い
て
後
世
、
諸
法

門
が
展
開
さ
れ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ら
が
ど
こ
ま
で
智

教
学
の
意
に
沿
っ
た

衍
と
な
っ
た
の
か
、
智

教
学
の
本
質
か
ら
ど
こ
か
ら

離
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
我
々
が
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

吉
蔵
（
五
四
九
｜
六
二
三
）
は

大
乗
玄
論

（

正
蔵

四
五
巻
四
〇
頁
ｂ
）
に
お
い
て
、
理
内
か
ら
観
る
（
一
切
法
を
無
生
滅
と
観
る
）

と
き
は
草
木
に
も
仏
性
が
あ
り
成
仏
も
認
め
ら
れ
る
が
、
理
外
で
は
草
木
成
仏
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
こ
の
吉
蔵
の
主
張
が
中
国
仏

教
に
お
い
て
明
確
に

草
木
成
仏

の
術
語
を
用
い
た
始
め
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
引
用
す
る
経
証
は
草
木
成
仏
の
論
理
的
根
拠
に

は
な
る
が
、
草
木
成
仏
を
明
示
す
る
経
文
は
見
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
吉
蔵
の
草
木
成
仏
論
は
唯
識
系
・
禅
系
統
へ
の
展
開
が
見
ら
れ
、

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
一
三



智

・
湛
然
の
系
統
と
は
異
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
鎌
田
茂
雄

三
論
宗
・
牛
頭
禅
・
道
教
を
結
ぶ
思
想
的
系
譜
｜
草
木
成
仏
を
手
が
か
り

と
し
て
｜

昭
和
四
三
年
。

駒
沢
仏
教
紀
要

二
六
号

）。
中
国
の
天
台
教
学
で
は

草
木
成
仏

の
語
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず

非

情
有
性

無
情
仏
性

（
草
木
瓦
石
全
体
に
亘
り
仏
性
が
遍
在
す
る
意
）
等
と
呼
称
さ
れ
た
。

天
台
宗
六
祖
妙
楽
湛
然
（
七
一
一
｜
七
八
二
）
は

摩

止
観
輔
行
伝
弘
決

に
お
い
て

一
色
一
香
無
非
中
道

を
釈
し
て

無
情

仏
性
惑
耳
驚
心

（

正
蔵

四
六
巻
一
五
一
頁
ｃ
）
と
述
べ
、
十
義
に
亘
り
無
情
仏
性
を
主
張
し
た
。
十
義
と
は
、
①
仏
性
に
は
法
身
・
報

身
・
応
身
の
三
身
が
具
わ
る
。
法
身
は
一
切
に
遍
在
す
る
か
ら
無
情
非
仏
性
は
成
立
す
る
。
②
三
身
は
一
体
で
あ
る
か
ら
、
性
の
法
身
の

み
な
ら
ず
修
の
報
身
・
応
身
も
一
切
（
有
情
・
非
情
）
に
遍
満
す
る
。
③
事
理
に
約
せ
ば
、
事
（
凡
夫
の
現
実
世
界
）
に
は
無
情
と
有
情
を

隔
て
る
が
、
理
に
お
い
て
は
区
別
が
な
い
。
④
国
土
に
つ
い
て
言
え
ば
、
迷
情
の
故
に
依
報
（
国
土
）
と
正
報
（
身
体
）
を
分
け
る
が
、

理
智
に
し
た
が
え
ば
依
正
不
二
で
あ
る
。
⑤
教
証
に
約
し
て
み
れ
ば
、
教
か
ら
は
有
情
と
非
情
を
説
く
が
、
証
か
ら
見
れ
ば
二
者
は
不
二

で
あ
る
。
⑥
真
俗
に
約
せ
ば
、
真
（
仏
法
の
真
理
）
の
故
に
体
は
一
で
あ
り
、
俗
に
よ
っ
て
有
無
を
分
け
る
。
⑦
一
切
万
法
は
我
々
の
一

心
に
属
し
、
心
の
外
は
何
も
な
い
。
有
情
の
心
体
の
み
遍
と
し
て
、
草
木
を
無
情
と
隔
て
る
べ
き
で
は
な
い
。
⑧
因
果
の
観
点
か
ら
み
れ

ば
、
因
に
従
い
迷
に
従
え
ば
別
異
に
と
ら
わ
れ
、
両
者
を
隔
て
て
し
ま
う
。
し
か
し
果
に
従
い
悟
り
に
従
え
ば
、
仏
性
は
常
に
同
じ
で
あ

る
。
⑨
教
化
す
る
相
手
に
合
わ
せ
た
化
他
随
宜
の
説
法
は
、
四
句
四
悉
檀
（
要
す
る
に
方
便
）
を
用
い
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
情
非
情
を
分

け
る
の
で
あ
る
。
⑩
随
他
意
の
教
で
あ
る
蔵
教
・
通
教
・
別
教
の
三
教
は
非
情
に
仏
性
が
あ
る
と
は
言
わ
な
い
。
随
自
意
の
教
で
あ
る
真

実
の
円
教
で
は
仏
性
の
遍
在
を
説
く
。
お
お
よ
そ
以
上
で
あ
る
。
こ
の
内
⑦
は
唯
心
論
的
で
あ
り
、
必
ず
し
も
智

の
意
図
に
沿
っ
た
敷

衍
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
他
は
概
ね
、
智

の
説
示
に
沿
っ
た
も
の
と
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
湛
然
は

金
剛

論

に
お
い
て

一
色
一
香
無
非
中
道

・
依
正
不
二
・
身
土
一
念
三
千
論
（
三
世
間
の
中
で
、
衆
生
・
五
陰

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
一
四



世
間
を
身
、
国
土
世
間
を
土
と
し
て
、
身
と
土
の
二
元
か
ら
一
念
三
千
を
ま
と
め
直
し
、
身
土
の
一
体
・
成
仏
時
に
お
け
る
身
心
の
法
界
遍
満
を
論

ず
る
。

摩

止
観
輔
行
伝
弘
決

正
蔵

四
六
巻
二
九
五
頁
ｃ
）
等
を
論
拠
と
し
て
非
情
有
仏
性
説
を
主
張
し
、
草
木
成
仏
の
立
場
を
明
確

に
し
た
。
湛
然
は
智

の
先
例
に
沿
っ
て

涅
槃
経

の
説
示
に
基
づ
き
、
仏
性
を
虚
空
に
喩
え
て
一
切
処
に
遍
ず
る
も
の
と
説
く
。
そ

の
仏
性
は
正
因
仏
性
（
理
）
で
あ
る
が
、
因
果
不
二
の
理
で
あ
る
か
ら
了
因
仏
性
（
智
）・
縁
因
仏
性
（
行
）
を
具
し
た
三
因
仏
性
で
あ
る

と
さ
れ
る
（
智

法
華
玄
義

三
法
妙

正
蔵

三
三
巻
七
四
四
頁
ｃ
等
の
敷
衍
）。
こ
の
三
因
仏
性
は
①
②
の
三
身
と
本
質
的
に
同
じ

で
あ
る
（
同
前
）。
次
に
、
先
に
掲
げ
た

涅
槃
経

の

非
佛
性
者
所
謂
一
切
牆
壁
瓦
石
無
情
之
物

離

如

是
等
無
情
之
物

是
名

佛
性

の
文
を
解
釈
す
る
。
天
台
教
学
で
は

涅
槃
経

は
、
純
円
で
あ
り
全
て
実
説
で
あ
る

法
華
経

の
後
を
受
け
、
四
教
を
追

説
す
る
役
割
の
経
典
と
さ
れ
る
か
ら
、
時
に
方
便
権
教
を
用
い
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
も
、
無
情
の
物
を
永
く
非
仏
性
と
す
る
こ
と
を
戒

め
る
の
が
真
意
で
あ
る
と
論
理
づ
け
る
。
湛
然
は
さ
ら
に
、
無
情
仏
性
か
ら
草
木
仏
性
に
及
び
、
一
念
三
千
・
色
心
不
二
・
依
正
不
二
の

論
理
に
加
え
て
唯
心
論
・
随
縁
真
如
に
よ
っ
て
草
木
仏
性
を
強
調
し
た
。

二

日
本
天
台
教
学
に
お
け
る
草
木
成
仏
論
の
展
開
概
観

日
蓮
以
前

最
澄
（
七
六
七
｜
八
二
二
）
は

金
剛

論

に
基
づ
く
有
情
仏
性
論
を

守
護
国
界
章

（

伝
全

二
巻
五
二
四
頁
）
で
論
じ
る
。

空
海
（
七
七
四
｜
八
三
五
）
は

字
義

で

草
木
也
成

何
況
有
情

（

正
蔵

七
七
巻
四
〇
六
頁
ａ
｜
ｂ
）、

三
種
世
間
皆
是

仏
体

（
同
四
〇
六
頁
ｃ
）
と
説
き
、
法
身
大
日
如
来
は
宇
宙
に
遍
在
し
、
全
て
の
世
界
は
大
日
如
来
の
仏
体
で
あ
る
と
見
て
、
草
木
成
仏

を
示
す
。

最
澄
の
直
弟
、
円
澄
・
徳
円
・
光
定
は

唐
決

（
仏
教
学
上
の
疑
問
点
を
中
国
の
学
者
に
呈
し
、
決
答
を
求
め
る
書
）
に
お
い
て
草

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
一
五



木
の
発
心
修
行
成
仏
が
あ
り
得
る
か
ど
う
か
を
中
国
天
台
宗
諸
師
に
問
う
た
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
回
答
は
、
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

円
珍
（
八
一
四
｜
八
九
一
）
が
天
台
山
良

よ
り
受
決
し
た

無
情
成
仏
決

（

授
決
集

智
全

上
巻
三
八
七
｜
三
八
八
頁
）
に
お
い

て
は
、

一
色
一
香
無
非
中
道

の
理
に
お
い
て
、
心
は
諸
々
の
如
来
を
作
る
と
し
、
情
非
情
一
体
の
平
等
法
界
が
顕
現
す
る
と
示
さ
れ

る
。
ま
た
そ
れ
は

大
日
経

の
教
証
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

安
然
は
顕
教
書
で
あ
る

斟
定
草
木
成
仏
私
記

（
末
木
文
美
士
著

平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究

参
照
）
に
お
い
て
草
木
の
発
心
修
行

成
仏
を
主
張
す
る
が
、

菩
提
心
義
抄

（

日
本
大
蔵
経

台
密
三
・
四
八
六
頁
上
以
下
）
で
は
、
天
台
宗
に
草
木
発
修
成
仏
の
説
は
な
く
、

真
言
宗
（
東
密
）
に
至
っ
て
初
め
て
説
か
れ
る
と
説
明
す
る
に
至
る
。
同
書
で
は
、
阿
字
菩
提
心
と
同
位
の
大
日
如
来
は
、
一
切
処
に
自

在
で
あ
り
、
遍
く
有
情
非
情
に
遍
在
す
る
と
し
、
阿
字
と
は
第
一
の
命
で
あ
る
と
い
う
。
か
か
る
説
示
は

大
日
経
義
釈

（

続
天
台
宗

全
書

密
教
１
・
五
七
三
頁
上
）
に
あ
り
、
安
然
の
草
木
発
修
成
仏
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

安
然
以
降
、
草
木
の
発
修
成
仏
論
は
中
古
天
台
に
お
い
て
発
達
す
る
（
伝
覚
運
問
良
源
答

草
木
発
心
修
行
成
仏
記

等
）
が
、
発
修
成

仏
を
認
め
な
い
立
場
も
あ
っ
た
。
源
信
（
九
四
二
｜
一
〇
一
七
）
の

三
身
義
私
記

（

恵
全

三
巻
二
一
一
｜
二
一
二
頁
）

六
即
詮
要
記

（
同
九
七
頁
）
で
は
、
草
木
の
発
修
成
仏
を
認
め
な
い
。
ま
た
院
政
期
に
活
躍
し
た
証
真

止
観
私
記

（

天
全

摩

止
観

一
｜
一
〇

〇
頁
）
に
お
い
て
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。

中
古
天
台
期
に
草
木
成
仏
論
は
、
論
義
・
口
伝
を
通
じ
て
展
開
し
て
い
く
。
た
だ
し
中
古
天
台
の
文
献
は
真
偽
論
が
錯
綜
し
、
文
献
の

作
者
の
比
定
、
口
伝
か
ら
文
献
へ
の
進
展
等
も

慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
展
開
を
辿
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
中
古
天
台
に
お

け
る
草
木
成
仏
論
の
展
開
を
多
角
的
に
説
い
た
論
文
と
し
て
、
花
野
充
昭

三
十
四
箇
事
書

の
撰
者
と
思
想
に
つ
い
て

（
二
）（
三
）

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
一
六



（
四
）（

東
洋
学
術
研
究

一
五
｜
一
、
二
、
一
六
｜
一
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

日
蓮
に
お
け
る
草
木
成
仏
論

上
来
、
草
木
成
仏
論
の
展
開
を
、
天
台
法
華
教
学
を
中
心
に
、
先
学
の
成
果
も
参
照
し
な
が
ら
大
ま
か
に
見
て
き
た
が
、
次
に
、
日
蓮

の
草
木
国
土
成
仏
論
に
つ
い
て
、
真
蹟
遺
文
を
中
心
に
探
っ
て
行
き
た
い
。

①

戒
体
即
身
成
仏
義

法
華
の
覚
を
得
る
時
、
我
等
が
色
心
生
滅
の
身
即
不
生
不
滅
也
。
国
土
も
如

爾

此
国
土
牛
馬
六
畜
皆
仏
也
。
草
木
日
月
皆
聖
衆

也
。
経
云

是
法
住

法
位

世
間
相
常
住

文
。（
中
略
）
法
華
経
の
悟
と
申
は
、
此
国
土
と
我
等
が
身
と
釈
迦
如
来
の
御
舎
利
と
一

と
知
也
。
経
云

観

三
千
大
千
世
界

乃
至
無

有

如

芥
子

許

非

是
菩
薩

捨

身
命

処

文
。
此
三
千
大
千
世
界
は
、
皆

釈
迦
如
来
の
菩
薩
に
て
お
は
し
ま
し
候
け
る
時
の
御
舎
利
也
。
我
等
此
世
界
の
五
味
を
な
め
て
設
た
る
身
な
れ
ば
、
又
我
等
も
釈
迦

菩
薩
の
舎
利
也
。
故
に
経
云

今
此
三
界
皆
是
我
有

其
中
衆
生
悉
是
吾
子

等
云
云
。
知

法
華
経

申
は
、
此
文
を
可

知
也
。（
二

一
歳
。

定
遺

一
四
頁
。
平
賀
本
録
内
）

日
蓮
は
三
十
二
歳
よ
り

法
華
経

の
題
目
を
弘
通
し
始
め
た
と
述
懐
す
る
が
、
二
十
一
歳
の
述
作
に
系
る
本
書
に
は
、
中
古
天
台
本

覚
思
想
の
影
響
が
顕
著
に
見
え
る
。
本
書
は
真
蹟
・
直
弟
写
本
は
な
い
が
中
山
法
華
経
寺
三
世
日
祐
（
一
二
九
八
｜
一
三
七
四
）
の
目
録

に
、
写
本
と
し
て
題
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（

定
遺

二
七
三
八
頁
）。

こ
こ
で
は
法
華
の
悟
り
を
得
る
（

法
華
経

に
て
即
身
成
仏
す
る
）
時
に
、
こ
の
国
土
（
娑
婆
）
の
草
木
は
聖
衆
と
な
る
と
説
示
さ
れ
、

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
一
七



法
華
経

方
便
品
の

是
法
住

法
位

世
間
相
常
住

の
文
が
引
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
法
華
の
悟
り
と
は
、
こ
の
国
土
と
我
が
身
と

釈
迦
如
来
の
御
舎
利
が
一
体
で
あ
る
と
知
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
続
け
て
提
婆
品
の
文
を
引
用
し
て
、
こ
の
三
千
大
千
世
界
は
釈
迦
菩

薩
の
舎
利
で
あ
り
、
我
等
も
こ
の
世
界
の
五
味
を
嘗
め
て
設
け
た
身
で
あ
る
か
ら
、
我
等
も
釈
迦
菩
薩
の
舎
利
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に

譬
喩
品
の
文
を
引
用
し
て
、
こ
の
三
界
は
釈
尊
の
所
有
で
あ
り
、
そ
の
中
の
衆
生
は
釈
尊
の
子
で
あ
る
と
示
し
、

法
華
経

を
知
る
と

は
、
こ
の
文
を
知
る
こ
と
で
あ
る
べ
き
だ
と
示
す
。

こ
こ
で
は
依
正
不
二
の
即
身
成
仏
が
示
さ
れ
、
娑
婆
国
土
は
釈
尊
の
舎
利
と
一
体
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
五
四
歳
述
作
の

一
谷
入
道
御
書

に
は

娑
婆
世
界
は
五
百
塵
点
劫
よ
り
已
来
教
主
釈
尊
の
御
所
領
也
。
大
地
・
虚
空
・

山
海
・
草
木
一
分
も
他
仏
の
有
な
ら
ず
。
又
一
切
衆
生
は
釈
尊
の
御
子
也
。
（

定
遺

九
九
二
頁
。
真
蹟
断
片
上
総
鷲
山
寺
外
散
在
）
と
示

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
娑
婆
世
界
の
草
木
国
土
の
全
て
が
五
百
塵
点
劫
以
来
、
久
遠
本
仏
釈
尊
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
判
る
。

②

唱
法
華
題
目
抄

問
云

只
題
目
計
を
唱
る
功
徳
如
何
。
答
云
（
中
略
）
法
華
経
の
肝
心
た
る
方
便
・
寿
量
の
一
念
三
千
・
久
遠
実
成
の
法
門
は
妙
法

の
二
字
に
お
さ
ま
れ
り
。（
中
略
）
妙
法
の
二
字
は
玄
義
の
心
は
百
界
千
如
・
心
仏
衆
生
の
法
門
な
り
。
止
観
十
巻
の
心
は
一
念
三

千
・
百
界
千
如
・
三
千
世
間
・
心
仏
衆
生
三
無
差
別
と
立
給

一
切
の
諸
仏
・
菩
薩
・
十
界
の
因
果
・
十
方
の
草
木
瓦
礫
等
妙
法
の

二
字
に
あ
ら
ず
と
云
事
な
し
。（
三
九
歳
。

定
遺

二
〇
三
頁
。
朝
師
本
録
内
。
た
だ
し

南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書

三
一
九
頁
。
真
蹟

断
片
若
狭
長
源
寺
等
散
在
、
日
興
写
本
北
山
本
門
寺

の
行
間
に
直
弟
日
興
が

唱
法
華
題
目
鈔

を
引
用
し
て
お
り
、
同
抄
が
日
蓮
の
自
筆

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
一
八



と
し
て
門
下
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
）

本
書
は
真
蹟
・
直
弟
写
本
は
な
い
が
、
そ
の
叙
述
は
真
跡
遺
文
に
共
通
す
る
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
草
木
国
土
を
含
め
た

一
念
三
千
を
妙
法
の
二
字
に
摂
め
る
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

③

南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書

国
を
し
る
べ
し
。
国
に
随
て
人
の
心
不
定
也
。
た
と
へ
ば
江
南
の
橘
の

北
に
う
つ
さ
れ
て
か
ら
た
ち
と
な
る
。
心
な
き
草
木
す
ら

と
こ
ろ
に
よ
る
。
ま
し
て
心
あ
ら
ん
も
の
何
ぞ
所
に
よ
ら
ざ
ら
ん
。（
四
三
歳
。

定
遺

三
二
三
頁
。
真
蹟
断
片
散
在
。
日
興
写
本
北
山

本
門
寺
）

国
に
随
っ
て
人
の
心
は
様
々
に
変
化
す
る
と
し
て
、
例
え
ば
橘
の
実
で
も
所
を
移
せ
ば
カ
ラ
タ
チ
と
な
る
と
い
う
譬
喩
を
掲
げ
る
。
そ

し
て
、
心
の
な
い
草
木
す
ら
土
地
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
心
あ
る
者
は
国
土
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
説
明
す
る
。

草
木
成
仏
を
示
す
文
で
は
な
い
が
、
日
蓮
の
国
土
に
対
す
る

え
方
が
窺
わ
れ
る
。

④

法
華
題
目
抄

妙
者
具
の
義
也
。
具
者
円
満
の
義
也
。
法
華
経
の
一
一
の
文
字
、
一
字
一
字
に
余
の
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
を
納
た
り
。
譬
ば
大

海
の
一

の
水
に
一
切
の
河
の
水
を
納
め
、
一
の
如
意
宝
珠
の
芥
子
計
な
る
が
一
切
の
如
意
宝
珠
の
財
を
雨
ら
す
が
如
し
。
譬
ば
秋

冬
枯
た
る
草
木
の
、
春
夏
の
日
に
値
て
枝
葉
華
菓
出
来
す
る
が
如
し
。
爾
前
の
秋
冬
の
草
木
の
如
な
る
九
界
の
衆
生
、
法
華
経
の
妙

の
一
字
の
春
夏
の
日
輪
に
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
菩
提
心
の
華
さ
き
成
仏
の
菓
な
る
。（
四
五
歳
。

定
遺

三
九
八
頁
。
真
蹟
断
片
水

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
一
九



戸
久
昌
寺
外
散
在
）

妙
の
一
字
に
そ
な
わ
る
一
切
円
満
具
足
の
功
徳
を
説
く
中
で
、
秋
冬
の
枯
れ
た
草
木
を
九
界
の
衆
生
に
譬
え
、
法
華
経
の
妙
の
一
字
を

春
夏
の
日
輪
に
比
し
、
華
を
菩
提
心
、
成
仏
を
果
実
に
喩
え
て
い
る
。
比
喩
的
表
現
で
あ
る
が
衆
生
成
仏
を
草
木
の
結
実
に
結
び
つ
け
て

い
る
。

⑤

如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄

問
曰

百
界
千
如
与

一
念
三
千

差
別
如
何
。
答
曰

百
界
千
如
限

有
情
界

一
念
三
千
亘

情
非
情

不
審

云

非
情
亘

十
如
是

草
木
有

心
如

有
情

可

為

成
仏

如
何
。
答
曰

此
事
難
信
難
解
也
。
天
台
難
信
難
解
有

二
。
一

教
門
難
信
難
解
・
二

観
門
難

信
難
解

（
中
略
）
観
門
難
信
難
解

百
界
千
如
一
念
三
千

非
情
之
上
色
心
二
法
十
如
是
是
也
。
雖

爾

於

木
画
二
像

者

外
典

内
典
共
許

之
為

本
尊

於

其
義

出

自

天
台
一
家

草
木
之
上
不

置

色
心
因
果

木
画
像
奉

恃

本
尊

無
益
也
。（
五
二
歳
。

定
遺

七
〇
三
頁
。
真
蹟
中
山
法
華
経
寺
）

日
蓮
の
主
著
と
さ
れ
る
本
書
で
は
、
一
念
三
千
即
妙
法
五
字
の
論
が
展
開
さ
れ
る
。
日
蓮
は
一
念
三
千
を
迹
門
の
所
説
と
本
門
の
所
説

に
分
け
、
本
門
の
一
念
三
千
を
以
て
真
の
一
念
三
千
と
す
る
。
す
な
わ
ち

開
目
抄

に
は
、
迹
門
方
便
品
は
一
念
三
千
を
説
き
、（
そ

の
一
切
衆
生
成
仏
の
論
理
た
る
一
念
三
千
に
基
づ
く
）
二
乗
作
仏
を
説
い
て
い
る
が
、
い
ま
だ
教
主
釈
尊
が
本
地
を
開
顕
し
て
い
な
い
か

ら
真
の
一
念
三
千
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
本
門
に
至
っ
て
釈
尊
が
始
成
正
覚
を
破
り
（
久
遠
の
本
地
・
久
遠
の
菩
薩
行
を
示
し
て
）、

四
教
の
因
果
を
破
っ
て
本
因
本
果
（
本
門
十
界
の
因
果
）
を
説
き
顕
わ
し
、
真
の
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
が
現
れ
る
と
述
べ

る
（

開
目
抄

。

定
遺

五
五
二
頁
。
真
蹟
身
延
久
遠
寺
曽
存
）。

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
〇



こ
の
箇
所
で
は
、
百
界
千
如
と
一
念
三
千
の
差
別
に
つ
い
て
問
答
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
に
よ
れ
ば
、
百
界
千
如
は
有
情
界
に
限
り
一
念

三
千
は
情
非
情
に
亘
る
と
い
う
。
つ
ま
り
一
念
三
千
は
十
界
互
具
・
十
如
是
・
三
世
間
よ
り
成
立
す
る
が
、
十
界
互
具
す
な
わ
ち
百
界
、

そ
れ
に
十
如
是
を
乗
じ
た
千
如
是
と
、
一
念
三
千
の
違
い
は
三
世
間
の
有
無
で
あ
る
。
三
世
間
と
は
衆
生
世
間
・
五
陰
世
間
・
国
土
世
間

で
あ
る
が
、
こ
の
内
の
国
土
世
間
が
非
情
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
百
界
・
千
如
是
は
有
情
の
世
界
に
限
り
、
一
念
三
千
は
有
情
・
非
情

に
亘
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
者
が
、
も
し
非
情
に
十
如
是
（
相
・
性
・
体
・
力
・
作
・
因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
等
）
が
亘
っ
て
い
る

の
な
ら
ば
、
草
木
に
心
が
あ
っ
て
有
情
の
如
く
成
仏
を
為
す
の
で
あ
る
か
と
問
う
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
事
は
難
信
難
解
で
あ
る
と
し
な

が
ら
も
、
非
情
の
上
に
色
心
二
法
・
十
如
是
が
具
わ
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
し
て
木
画
の
像
を
本
尊
と
し
て
崇
め
る
根
拠
は
天
台
宗
の
一

念
三
千
か
ら
出
て
い
る
と
し
、
草
木
の
上
に
色
心
因
果
（
十
如
是
）
を
置
か
な
け
れ
ば
木
画
の
像
を
本
尊
と
し
て
恃
む
こ
と
は
無
益
と
な

っ
て
し
ま
う
と
す
る
。

こ
こ
で
日
蓮
は
、
草
木
成
仏
を
依
用
し
な
が
ら
、
本
尊
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
日
蓮
の
真
蹟
遺
文
を
見
る
と
、
草
木
自
体
の
成
仏
は
、

あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
は
い
な
い
。
日
蓮
に
と
っ
て
は

草
木
が
発
心
・
修
行
・
成
仏
す
る
か

云
々
と
い
う
問
題
よ
り
も
、

草
木
に
よ

っ
て
造
作
さ
れ
た
本
尊
は
我
々
の
信
仰
・
礼
拝
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
我
々
が
成
仏
で
き
る
の
か

と
い
う
眼
前
の
問
題
に
関
心

が
注
が
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑥

如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄

疑
云

草
木
国
土
之
上
十
如
是
因
果
二
法
出

何

文

乎
。
答
曰

止
観
第
五
云

国
土
世
間
亦
具

十
種
法

所
以
悪
国
土
相
性
体
力

等
云
云
。
釈
籤
第
六
云

相
唯
在

色

性
唯
在

心

体
力
作
縁
義
兼

色
心

因
果
唯
心
。
報
唯
在

色
等
云
云
。
金

論
云

乃
是

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
一



一
草
一
木
一
礫
一
塵

各
一
仏
性

各
一
因
果

具

足
縁
了

等
云
云
。（

定
遺

七
〇
三
頁
）

こ
の
文
は
⑤
に
続
く
問
答
で
あ
る
。
問
者
は
更
に
草
木
国
土
の
上
に
十
如
是
の
因
果
の
二
法
を
説
く
典
拠
を
示
す
よ
う
求
め
る
。
こ
れ

に
答
え
て

摩

止
観

巻
五
の
文
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

国
土
世
間
も
ま
た
十
種
の
法
（
十
如
是
）
を
具
え
て
い
る
。
言
う
な
ら

ば
（
例
え
ば
地
獄
等
の
悪
道
の
国
土
を
論
じ
て
み
る
と
）
悪
国
土
の
相
・
性
・
体
・
力
…
…

等
の
文
が
掲
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
湛
然

法
華
玄
義
釈
籤

巻
六
の

（
十
如
是
の
う
ち
）
相
（＝

姿
）
は
た
だ
色
で
あ
る
。
性
（＝

性
質
・
性
格
）
は
た
だ
心
で
あ
る
。
体
（
本

体
）・
力
（
潜
在
力
）・
作
（
力
の
顕
現
）・
縁
は
義
に
お
い
て
色
心
を
兼
ね
て
い
る
。
因
・
果
は
た
だ
心
だ
け
で
あ
る
。
報
は
色
で
あ
る

の
文
が
挙
げ
ら
れ
、
十
如
是
は
色
心
二
法
に
纏
め
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
続
い
て

金
剛

論

の

一
つ
の
草
や
木
や
石
こ
ろ
や

塵
に
も
、
各
々
一
つ
の
仏
性
、
一
つ
の
因
果
が
あ
り
、
縁
（＝

縁
因
仏
性＝

智
慧
を
助
け
る
潜
在
的
な
行
動
力
）・
了＝

了
因
仏
性＝

潜
在
的

な
智
慧
を
具
足
し
て
い
る
（
完
全
に
具
え
て
い
る
）

と
い
う
文
が
示
さ
れ
、
草
木
国
土
に
三
因
仏
性
（
正
因
仏
性＝

仏
性
の
本
体
、
中
道
実

相
理
。
了
因
仏
性
。
縁
因
仏
性
）・
因
果
が
具
足
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
国
土
の
成
仏
と
い
う
観
点
か
ら
言
う
な
ら
ば

金
剛

論

の

一
礫
一
塵

に
も
仏
性
が
具
足
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
示
は

日
蓮
に
と
っ
て
肝
要
で
あ
る
と
窺
わ
れ
る
。
つ
ま
り
日
蓮
は
個
人
の
救
済
よ
り
も
国
土
国
家
全
体
の
安
穏
を
目
指
す
の
で
あ
り
、

立
正

安
国
論

に

汝
早
改

信
仰
之
寸
心

速
帰

実
乗
之
一
善

然

則
三
界
皆
仏
国
也
。
仏
国
其
衰
哉
。
十
方
悉
宝
土
也
。
宝
土
何
壊

哉
。
国
無

衰

微

土
無

破
壊

身
是
安
全

心
是
禅
定

此
詞
此
言
可

信
可

崇

。（
三
九
歳
。

定
遺

二
二
六
頁
。
真
蹟
中
山
法
華
経
寺
）

と
説
か
れ
る
如
く
、

実
乗
の
一
善

＝

法
華
経
・
妙
法
五
字
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
る

仏
国

宝
土

の
顕
現
を
目
標
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を

観
心
本
尊
抄

で
示
す
な
ら
ば
、

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
二



今
本
時
娑
婆
世
界

離

三
災

出

四
劫

常
住
浄
土

仏
既
過
去

不

滅
未
来

不

生

所
化
以
同
体

此
即
己
心
三
千
具
足
三
種

世
間
也
。（

定
遺

七
一
二
頁
）

と
い
う
常
住
の
浄
土
た
る

本
時
娑
婆
世
界

（
久
遠
本
仏
釈
尊
が
久
遠
に
成
道
し
た
当
処
の
娑
婆
世
界
）
を
実
際
の
娑
婆
世
界
に
顕
現
す
る

こ
と
に
当
た
る
。

日
蓮
に
と
っ
て
草
木
国
土
成
仏
と
は
、
一
念
三
千
の
成
仏
に
他
な
ら
な
い
。

⑦

小
乗
大
乗
分
別
鈔

一
切
衆
生
の
み
な
ら
ず
、
十
界
の
依
正
の
二
法
、
非
情
草
木
一
微
塵
に
い
た
る
ま
で
皆
十
界
を
具
足
せ
り
。（
五
二
歳
。

定
遺

七

七
二
頁
。
真
蹟
断
片
小
湊
誕
生
寺
他
散
在
）

草
木
成
仏
を
直
接
的
に
示
す
文
で
は
な
い
が
、
十
界
互
具
を
論
ず
る
中
で
草
木
国
土
に
十
界
を
具
足
す
る
意
が
説
か
れ
て
い
る
。

⑧

木
絵
二
像
開
眼
之
事

意
は
心
法
、
声
は
色
法
。
心
よ
り
色
を
あ
ら
は
す
。
又
声
を
聞
て
心
を
知
る
。
色
法
が
心
法
を
顕
也
。
色
心
不
二
な
る
が
ゆ
へ
に
而

二
と
あ
ら
は
れ
て
、
仏
の
御
意
あ
ら
は
れ
て
法
華
の
文
字
と
な
れ
り
。
文
字
変
じ
て
又
仏
の
御
意
と
な
る
。
さ
れ
ば
法
華
経
を
よ
ま

せ
給
は
む
人
は
文
字
と
思
食
事
な
か
れ
。
す
な
わ
ち
仏
の
御
意
也
。（
中
略
）
法
華
経
を
心
法
と
さ
だ
め
て
、
三
十
一
相
の
木
絵
の

像
に
印
す
れ
ば
木
絵
二
像
全
体
生
身
の
仏
也
。
草
木
成
仏
と
い
へ
る
は
是
也
。
故
天
台
は
一
色
一
香
無
非
中
道
と
云
云
。
妙
楽
是
を

う
け
て
釈

に
、
然

亦
倶
許

色
香
中
道

無
情
仏
性
惑

耳
驚

心
云
云
。
華
厳
の
澄
観
が
天
台
の
一
念
三
千
を
ぬ
す
で
華
厳
に
さ

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
三



し
い
れ
、（
中
略
）
雖

然
一
念
三
千
の
肝
心
、
草
木
成
仏
を
不

知
事
妙
楽
の
わ
ら
ひ
給
へ
る
事
也
。（
五
二
歳
。

定
遺

七
九
二
｜

七
九
三
頁
。
真
蹟
身
延
久
遠
寺
曽
存
）

本
書
も

観
心
本
尊
抄

同
様
、
草
木
成
仏
に
よ
る
本
尊
の
意
義
を
説
示
し
て
い
る
。
日
蓮
に
よ
れ
ば

法
華
経

を
読
む
声
は
仏
意

を
表
し
、
仏
意
は

法
華
経

の
文
字
と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て

法
華
経

を
心
法
（
仏
意
）
と
定
め
て
、
三
十
二
相
に
梵
音
声
相
の

欠
け
た
三
十
一
相
の
木
絵
の
像
に
印
す
る
（

法
華
経

を
読
み
込
む
。
開
眼
す
る
）
な
ら
ば
、
木
絵
の
二
像
は
全
体
が
生
身
の
仏
と
な
る

と
説
き
、
こ
れ
を
草
木
成
仏
と
す
る
。
故
に
天
台
大
師
は

一
色
一
香
も
中
道
で
な
い
も
の
は
な
い

等
と
説
き
、
妙
楽
大
師
は
こ
れ
を

受
け
て
解
釈
し

と
こ
ろ
が
ま
た
色
も
香
り
も
共
に
中
道
で
あ
る
こ
と
を
許
す
け
れ
ど
も
、
無
情
の
存
在
に
仏
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

耳
を
惑
わ
し
心
を
驚
か
せ
る
こ
と
で
あ
る

等
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
妙
楽
大
師
の
文
は
、
澄
観
が
天
台
の
一
念
三
千
を
盗
ん
で

華
厳

経

に
差
し
入
れ
た
こ
と
に
対
し
、
一
念
三
千
の
肝
心
で
あ
る
草
木
成
仏
を
澄
観
が
知
ら
な
い
こ
と
を
笑
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
日
蓮
は

（
こ
こ
で
は
）
説
明
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
日
蓮
は
草
木
成
仏
論
を
一
念
三
千
論
の
範

で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

法
華
経

の
読
誦
、
唱
題
に
よ
る
入
魂
の
意

義
が
語
ら
れ
て
い
る
。

⑨

曽
谷
入
道
殿
許
御
書

殊
真
言
宗
学
者
懐

於
迷
惑

依

憑
三
部
経

単
宣

会
二
破
二
之
義

猶
不

説

三
一
相
対

即
身
頓
悟
之
道
削

跡

草
木
成
仏
名

不

聞
耳
。
而

善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
等
僧
侶

自

月
氏

来

臨

於
漢
土

之
時

於

本
国

未

存
天
台
大
法

盛
令

流

布
於

此
国

之
間

自
愛
所
持
経
依

難

弘

得

語

於
一
行
阿

梨

盗

取
天
台
之
智
慧

摂

入

大
日
経
等

有

自

天
竺

之
由
偽

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
四



之

（
五
四
歳
。

定
遺

八
九
七
頁
。
真
蹟
中
山
法
華
経
寺
）

真
言
批
判
の
文
の
中
に
草
木
成
仏
の
語
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
日
蓮
に
よ
れ
ば
、
最
初
真
言
宗
の
学
者
は
迷
惑
を
懐
い
て
三
部
経

（

大
日
経

金
剛
頂
経

蘇
悉
地
経

）
に
依
憑
し
、
単
に
会
二
破
二
（
二
乗
を
会
し
破
し
て
菩
薩
乗

三
乗
を
統
一
す
る
一
仏
乗
で
は
な
く
、

三
乗
中
の
菩
薩
乗

と
す
る
こ
と
）
の
義
を
説
い
て
三
一
相
対
を
説
か
ず
、
即
身
成
仏
・
頓
悟
成
仏
の
道
は
跡
を
削
り
、
草
木
成
仏
は
名
を

も
聞
か
な
か
っ
た
が
、
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
三
蔵
等
の
真
言
僧
は
印
度
よ
り
漢
土
に
来
た
時
、
本
国
に
い
ま
だ
伝
わ
ら
な
い
天
台
の

大
法
が
盛
ん
に
漢
土
に
流
布
し
て
お
り
、
自
ら
が
愛
す
る
所
持
の
真
言
経
典
を
弘
め
難
い
の
で
、（
天
台
宗
の
）
一
行
阿

梨
に
言
い
含

め
て
天
台
の
智
慧
を
盗
み
取
っ
て

大
日
経

等
に
取
り
入
れ
て
（

大
日
経
疏

を
指
す
）、
天
竺
よ
り
あ
る
よ
う
に
偽
っ
た
の
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
こ
の
説
示
は
最
澄
の

依
憑
天
台
集

等
の
叙
述
を
参
照
し
つ
つ
、

大
日
経
疏

が

法
華
経

・
天
台
教
学
を
以
て

大

日
経

を
解
釈
し
て
い
る
点
を
厳
し
く
糾
弾
し
た
も
の
で
あ
る
。

法
門
を
盗
む

と
い
う
表
現
は
、
空
海

弁
顕
密
二
教
論

（

正
蔵

七
七
巻
三
七
九
頁
ａ
）
の
説
示
も
下
敷
き
に
し
て
い
る
よ
う
に
窺
え
る
。

こ
こ
で
は
草
木
成
仏
の
根
拠
が
、
真
言
で
は
な
く

法
華
経

・
天
台
の
大
法
に
基
づ
く
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

観
心
本
尊

抄

で
は
華
厳
宗
法
蔵
・
澄
観
、
真
言
宗
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
等
を
指
し
て

一
念
三
千
の
盗
人

と
非
難
す
る
記
述
（

定
遺

七
〇
三
頁
）
が
見
ら
れ
る
。
要
す
る
に
日
蓮
の
草
木
成
仏
論
は
、
あ
く
ま
で
一
念
三
千
論
の
範

で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

⑩

四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事

さ
れ
ば
画
像
・
木
像
の
仏
の
開
眼
供
養
は
法
華
経
・
天
台
宗
に
か
ぎ
る
べ
し
。
其
上
一
念
三
千
の
法
門
と
申
は
三
種
の
世
間
よ
り
を

こ
れ
り
。
三
種
の
世
間
と
申
は
一
に
は
衆
生
世
間
・
二
に
は
五
陰
世
間
・
三
に
は
国
土
世
間
な
り
。
前
の
二
は
且
く
置

之

第
三

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
五



の
国
土
世
間
と
申
は
草
木
世
間
な
り
。
草
木
世
間
と
申
は
五
色
の
ゑ
の
ぐ
は
草
木
な
り
、
画
像
こ
れ
よ
り
起
る
。
木
と
申
は
木
像
是

よ
り
出
来
す
。
此
画
木
に
魂
魄
と
申

神
を
入
る
る
事
は
法
華
経
の
力
な
り
。
天
台
大
師
の
さ
と
り
也
。
此
法
門
は
衆
生
に
て
申
せ

ば
即
身
成
仏
と
い
は
れ
、
画
木
に
て
申
せ
は
草
木
成
仏
と
申
な
り
。
止
観
明
静
な
る
前
代
い
ま
だ
き
か
ず
と
か
か
れ
て
候
と
、
無
情

仏
性
惑
耳
驚
心
等
と
の
べ
ら
れ
て
候
は
是
也
。
此
法
門
は
前
代
に
な
き
上
、
後
代
に
も
又
あ
る
べ
か
ら
す
。
設
ひ
出
来
せ
ば
此
法
門

を

盗
せ
る
な
る
べ
し
。（
五
五
歳
。

定
遺

一
一
八
三
頁
。
真
蹟
断
片
鎌
倉
妙
本
寺
）

草
木
成
仏
の
根
拠
が
、
一
念
三
千
を
成
立
せ
し
め
る
三
種
世
間
中
の
国
土
世
間
に
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
（
⑤
参
照
）。
そ
し
て
木

画
の
像
は
草
木
よ
り
出
来
て
お
り
、
こ
の
像
に
入
魂
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

法
華
経

の
力
、
天
台
大
師
の
悟
り
（

摩

止
観

一

念
三
千
）
に
よ
る
と
い
う
。
こ
の
法
門
を
衆
生
（
衆
生
世
間
）
に
あ
て
は
め
れ
ば
即
身
成
仏
、
画
木
に
あ
て
は
め
れ
ば
草
木
成
仏
に
当
た

る
と
い
う
（

参
照
）。
そ
し
て

摩

止
観

冒
頭
に

止
観
の
明
静
な
る
こ
と
前
代
に
未
だ
聞
か
ず

と
説
か
れ
る
法
門
、

弘
決

に

無
情
仏
性
は
耳
を
惑
わ
し
心
を
驚
か
す

と
述
べ
ら
れ
る
法
門
は
、
一
念
三
千
・
草
木
成
仏
を
指
す
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
一
念
三
千
・
草
木
成
仏
の
法
門
は
前
代
に
な
い
上
に
後
代
に
も
あ
り
は
し
な
い
と
す
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら

ば
、
こ
の
一
念
三
千
・
草
木
成
仏
の
法
門
を
盗
ん
だ
こ
と
と
な
る
と
説
き
、
続
け
て
真
言
宗
の
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
を
非
難
し
て
い

く
。こ

こ
で
も
、
一
念
三
千
を
成
立
さ
せ
る
要
素
と
し
て
の
国
土
世
間
を
重
視
し
、
草
木
成
仏
を
一
念
三
千
の
中
で
論
じ
、
木
画
二
像
の
入

魂
の
根
拠
と
し
て
い
る
。

事
理
供
養
御
書

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
六



爾
前
の
経
々
の
心
は
、
心
よ
り
万
法
を
生
ず
。
譬
へ
ば
心
は
大
地
の
ご
と
し
、
草
木
は
万
法
の
ご
と
し
と
申

法
華
経
は
し
か
ら
ず
。

心
す
な
は
ち
大
地
、
大
地
則
草
木
な
り
。（
五
五
歳
。

定
遺

一
二
六
三
頁
。
真
蹟
富
士
大
石
寺
）

草
木
成
仏
は
直
接
的
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、

法
華
経

の
心
で
は
、
心
が
即
ち
大
地
、
大
地
即
草
木
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

法
華
経

は
、
己
心
が
そ
の
ま
ま
草
木
と
同
体
で
あ
る
、
と
い
う
悟
り
を
説
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

四
信
五
品
抄

濁
水
無

心
得

月
自
清
。
草
木
得

雨
豈
有

覚
花

妙
法
蓮
華
経
五
字
非

経
文

非

其
義

唯
一
部
意
耳
。
初
心
行
者
不

知

其
心

而
行

之
自
然
当

意
也
。（
五
六
歳
。

定
遺

一
二
九
八
頁
。
真
蹟
中
山
法
華
経
寺
）

本
書
で
日
蓮
は
題
目
の
功
徳
を
説
く
中
で
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
は
経
文
で
も
経
の
義
で
も
な
く
、
た
だ
一
部
の
意
で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
初
心
の
行
者
は

法
華
経

の
意
味
を
知
ら
な
く
と
も
、
唱
題
修
行
を
行
ず
れ
ば
自
然
に

法
華
経

の
意
に
当
た
る
の
で
あ

る
と
述
べ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
濁
っ
た
水
は
心
が
無
い
が
月
を
写
し
て
自
ず
か
ら
清
ら
か
に
見
え
、
草
木
は
覚
り
は
な
い
が
雨
を
得
て

花
を
咲
か
せ
る
如
く
で
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
で
は
草
木
の
開
花
を
草
木
成
仏
に
比
す
中
古
天
台
教
学
（
伝
覚
運
問
良
源
答

草
木
発
心
修
行

成
仏
記

）
と
一
線
を
画
し
て
い
る
と
見
え
な
く
も
な
い
。

上
野
殿
御
返
事

法
華
経
は
草
木
を
仏
と
な
し
給
、
い
わ
う
や
心
あ
ら
ん
人
を
や
。（

定
遺

一
六
五
三
頁
。
日
興
写
本
富
士
大
石
寺
）

空
海

字
義

の

草
木
也
成

何
況
有
情

（

正
蔵

七
七
巻
四
〇
六
頁
ａ
｜
ｂ
）
に
近
似
す
る
説
示
で
あ
る
。

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
七



光
日
上
人
御
返
事

松
栄
れ
ば
柏
悦
ぶ
。
芝
か
る
れ
ば
蘭
な
く
、
無

情
草
木
す
ら
友
の
喜
友
の
歎
一
な
り
。（
六
〇
歳
。

定
遺

一
八
七
九
頁
。
真
蹟
身

延
山
久
遠
寺
曽
存
）

草
木
成
仏
を
示
す
文
で
は
な
い
が
、
無
情
の
草
木
で
す
ら
友
の
喜
び
、
友
の
嘆
き
を
自
分
と
同
一
に
感
じ
る
と
し
て
、
松
が
栄
え
れ
ば

柏
が
喜
び
芝
が
枯
れ
れ
ば
蘭
が
泣
く
と
説
い
て
い
る
。

断
簡
二
四
〇

内
色苦

道
即
法
身

即
身
成
仏
｜
煩
悩
即
般
若
｜
業
即
解
脱

外
色

草
木
成
仏

国
土
世
間
（
五
四
〜
五
七
歳
。

定
遺

二
九
四
五
頁
。
真
蹟
中
山
法
華
経
寺
）

即
身
成
仏
と
草
木
成
仏
を
並
記
し
て
い
る
図
で
あ
る
。
前
者
を
内
色
の
成
仏
と
し
、
煩
悩
・
業
・
苦
が
即
、
般
若
・
解
脱
・
法
身
と
な

る
即
身
成
仏
を
示
し
て
い
る
。
後
者
は
国
土
世
間
の
成
仏
で
あ
る
意
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
⑩
参
照
。

小

結

以
上
、
真
蹟
現
存
・
曽
存
・
断
簡
現
存
・
直
弟
写
本
現
存
の
遺
文
に
お
け
る
草
木
成
仏
関
連
の
叙
述
の
ほ
ぼ
全
て
と
、
そ
れ
以
外
の
若

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
八



干
の
遺
文
の
説
示
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
に
は
草
木
自
体
の
発
心
・
修
行
・
成
仏
論
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も

一
念
三
千
を
根
幹
と
し
た
草
木
成
仏
論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
日
蓮
の
姿
勢
は
、
湛
然
の

並
び
に
三
千
を
以

て
指
南
と
な
す

（

正
蔵

四
六
巻
二
九
六
頁
ａ
）
と
い
う

摩

止
観
輔
行
伝
弘
決

の
態
度
、
お
よ
び

金
剛

論

に
お
け
る
身
土

一
念
三
千
論
の
重
視
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
窺
わ
れ
る
。
日
蓮
は
中
道
、
空
仮
中
三
諦
、
一
心
三
観
等
の
法
門
を
あ
ま
り
依
用
せ
ず
、

あ
く
ま
で
天
台
教
学
の
中
心
を
一
念
三
千
に
置
く
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
一
念
三
千
と
は
、
日
蓮
に
よ
れ
ば
本
門
に
基
づ
く
一
念
三
千
で
あ

る
。
つ
ま
り
久
遠
本
仏
の
仏
国
土
に
基
づ
く
草
木
成
仏
論
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
そ
の
草
木
成
仏
論
の
特
色
は
、
木
画
二
像
を
本
尊
と
し
て
尊
崇
す
る
根
拠
と
す
る
、
と
い
う
面
が
強
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

日
蓮
に
と
っ
て
は

草
木
が
発
心
・
修
行
・
成
仏
す
る
か

と
い
う
問
題
よ
り
も
、

草
木
に
よ
っ
て
造
作
さ
れ
た
本
尊
は
我
々
の
信

仰
・
礼
拝
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
我
々
が
成
仏
で
き
る
の
か

と
い
う
眼
前
の
問
題
に
関
心
が
注
が
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
日
本
中
古
天
台
の
口
伝
法
門
や
本
覚
思
想
の
摂
取
に
は
、
慎
重
を
期
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
か
ら
、
自
明
の
感
は
あ
る
が
、
仏
種
妙
法
五
字
の
題
目
（

定
遺

七
一
五
頁
）
に
根
拠
す
る
草
木
成
仏
で
あ
る
と
い
う
点
も
特
色

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
そ
の
草
木
国
土
成
仏
論
は
立
正
安
国
・
仏
国
土
顕
現
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
窺
わ
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
草
木
成
仏
論
を
中

心
に
視
点
を
置
い
た
た
め
、
国
土
成
仏
論
に
関
し
て
は
検
討
が
不
充
分
な
点
が
あ
る
。

な
お
、
真
蹟
・
直
弟
写
本
の
な
い
遺
文
に
お
け
る
草
木
成
仏
の
説
示
（

総
在
一
念
鈔

草
木
成
仏
口
決

三
世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立

成
仏
法
華
肝
心
口
伝
身
造
鈔

無
作
三
身
口
伝
鈔

無
作
三
身
口
伝
鈔

万
法
一
如
鈔

御
義
口
伝

。
い
ず
れ
も
偽
書
、
あ
る
い
は
真
偽
未

決
の
説
が
あ
る
遺
文
）
の
検
討
は
割
愛
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
文
の
中
に
は
、
濃
厚
な
中
古
天
台
教
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
窺
わ

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
二
九



れ
る
奔
放
な
草
木
成
仏
論
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
中
国
・
日
本
天
台
に
お
け
る
草
木
成
仏
思
想
の
展
開
の
精
査
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
未
だ
充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
と

え
て
い
る
。

〔
引
用
書
略
称
〕

正
蔵

大
正
新
脩
大
蔵
経

仏
全

大
日
本
仏
教
全
書

定
遺

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文

○
な
お
引
用
の
日
蓮
遺
文
に
は
年
月
日
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
括
弧
内
の
述
作
年
齢
は
暫
く

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文

に

依
っ
て
い
る
。

○
日
蓮
遺
文
は
、
図
録
・
講
記
を
除
く
と
、
真
蹟
現
存
・
曽
存
・
断
片
現
存
・
断
簡
現
存
・
直
弟
写
本
の
現
存
遺
文
が
六
五
〇
編
程
と
な
る

（

定
遺

一
・
二
巻
の
正
篇
で
は
二
五
〇
編
余
）。
い
っ
ぽ
う
、
そ
れ
以
外
の
遺
文
は
一
八
〇
編
程
で
あ
る
。
当
時
の
仏
教
者
と
し
て
は
例
外
的
に

真
蹟
遺
文
が
多
数
伝
存
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
真
蹟
遺
文
と
そ
れ
以
外
の
遺
文
と
の
比
較
に
よ
る
真
偽
論
が
妥
当
性
を
有
す
る
。
こ
の
両
種
の
遺

文
を
比
較
し
た
場
合
、
後
者
の
中
に
、
前
者
と
著
し
く
異
な
る
思
想
や
用
語
を
有
す
る
遺
文
が
散
見
さ
れ
る
。
か
か
る
遺
文
に
対
し
真
偽
未
決
の

論
や
偽
書
説
が
投
げ
掛
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

金
剛

論

客
曰

云

何

三
千

余
曰

實
相
必
諸
法
。
諸
法
必
十
如
。
十
如
必
十
界
。
十
界
必
身
土

又
依

大
經
及
以
大
論

立

三
世
間

故
有

三
千

具

如

止

及
廣
記
中

故
知
。
因
果
凡
聖
恒
具

三
千

（

正
蔵

四
六
巻
七
八
五
頁
ｃ
）

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
三
〇



【
草
木
成
仏
関
連
参

文
献
】

（
天
台
教
学
を
中
心
に
集
め
て
お
り
、
不
完
全
な
一
覧
で
す
が
、
諸
師
の
叱
正
を
希
う
次
第
で
す
）

論
文

上
杉
文
秀

草
木
成
仏
に
就
き
て

（
明
治
二
九
年
。

無
尽
灯

一
編
八
号
）

上
田
覚
城

草
木
成
仏
論

（
明
治
三
五
年
。

東
密
学
報

二
号
）

惹
陀
遮
那
老

草
木
成
仏
論

（
明
治
三
四
年
。

加
持
世
界

六
号
）

清
水
龍
山

草
木
成
仏
論

（
大
正
九
年
。

大
崎
学
報

五
五
号
）

北
出
智
乗

草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
大
真
理

（
大
正
十
年
。

叡
山
宗
報

二
巻
三
号
）

服
部
如
実

有
情
非
情
の
語
義
を

明
し
て
草
木
成
仏
に
論
及
す

（
大
正
十
二
年
。

密
宗
学
報

一
一
五
号
）

清
水
谷
恭
順

五
大
院
の
思
想
を
中
心
と
し
て
見
た
る
台
密
の
草
木
成
仏
義

（
大
正
十
三
年
。

山
家
学
報

二
〇
号
）

増
山
顕
珠

草
木
成
仏
論

（
大
正
十
四
年
。

龍
大
論
叢

二
六
〇
号
）

加
藤
宥
雄

草
木
成
仏
開
説

（
昭
和
五
年
。

密
宗
学
報

二
〇
三
号
）

常
盤
大
定

非
情
成
仏
思
想
の
文
学

（
昭
和
七
年
。

佐
々
木
信
綱
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

）

阪
口
玄
章

謡
曲
に
あ
ら
は
れ
た
草
木
成
仏

（
昭
和
八
年
。

国
語
と
国
文
学

一
〇
巻
五
号
）

姉
崎
正
治

謡
曲
に
見
え
る
草
木
国
土
成
仏
と
日
本
国
土
観

（
昭
和
十
七
年
。

帝
国
学
士
院
紀
事

一
巻
二
号
）

坂
本
幸
男

非
情
に
お
け
る
仏
性
の
有
無
に
つ
い
て

（
昭
和
三
四
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

七
巻
一
号
）

坂
本
幸
男

草
木
成
仏
に
つ
い
て

（
昭
和
三
四
年
。

大
崎
学
報

一
〇
九
号
）

坂
本
幸
男

草
木
成
仏
の
日
本
的
展
開

（
昭
和
三
五
年
。

中
野
教
授
古
稀
記
念
論
文
集

）

宮
本
正
尊

草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
仏
性
論
的
意
義
と
そ
の
作
者

（
昭
和
三
六
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

九
巻
二
号
）

亀
井
宗
忠

真
言
宗
に
お
け
る
草
木
成
仏
論
と
即
身
成
仏
の
人
証
と
に
つ
い
て

（
昭
和
四
〇
年
。

日
宗
年
報

三
一
号
）

坂
本
広
博

荊
溪
大
師
の
無
情
仏
性
説

（
昭
和
四
三
年
。

天
台
学
報

十
号
）

鎌
田
茂
雄

三
論
宗
・
牛
頭
禅
・
道
教
を
結
ぶ
思
想
的
系
譜
｜
草
木
成
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
｜

（
昭
和
四
三
年
。

駒
沢
仏
教
紀
要

二
六

号
）

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
三
一



源

弘
之
、
佐
藤
哲
英
、
小
寺
文
穎
、
福
原
隆
善

宝
地
房
証
真
の
共
同
研
究

（
昭
和
四
五
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

一
八
巻
二
号
）

田
中
千
秋

草
木
の
成
仏

（
昭
和
四
九
年
。

密
教
学
会
報

十
三
号
）

三
崎
義
泉

草
木
成
仏
思
想
の
概
観

（
昭
和
五
〇
年
。

天
台
学
報

十
七
号
）

日
比
宣
正

非
情
仏
性
に
関
す
る
問
題

（
昭
和
五
〇
年
。

唐
代
天
台
学
研
究

）

三
崎
義
泉

無
心
の
美
と
草
木
成
仏

（
昭
和
五
一
年
。

天
台
学
報

十
八
号
）

花
野
充
昭

三
十
四
箇
事
書

の
撰
者
と
思
想
に
つ
い
て
（
二
）
（
昭
和
五
一
年
。

東
洋
学
術
研
究

十
五
巻
一
号
）

花
野
充
昭

三
十
四
箇
事
書

の
撰
者
と
思
想
に
つ
い
て
（
三
）
（
昭
和
五
一
年
。

東
洋
学
術
研
究

十
五
巻
二
号
）

花
野
充
昭

三
十
四
箇
事
書

の
撰
者
と
思
想
に
つ
い
て
（
四
）
（
昭
和
五
二
年
。

東
洋
学
術
研
究

十
六
巻
一
号
）

三
崎
義
泉

安
然

斟
定
草
木
成
仏
私
記

の
要
点

（
昭
和
五
二
年
。

天
台
学
報

十
九
号
）

杉
本
卓
洲

仏
教
に
お
け
る
生
命
観
の
一
側
面

（
昭
和
五
二
年
。

論
集

四
号
）

福
原
蓮
月

枕
双
紙
に
お
け
る
草
木
成
仏
説

（
昭
和
五
四
年
。

天
台
学
報

二
一
号
）

福
永
光
司

一
切
衆
生
と
草
木
土
石

（
昭
和
五
六
年
。

仏
教
史
学

二
三
巻
二
号
）

西

義
雄

仏
教
の
草
木
成
仏
観
と
生
命
科
学

（
昭
和
五
七
年
。

東
洋
学
研
究

十
六
号
）

新
川
哲
雄

草
木
国
土
悉
皆
成
仏

に
つ
い
て

（
昭
和
五
七
年
。

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報

二
九
号
）

中
嶋
隆
蔵

吉
蔵
の
草
木
成
仏
思
想

（
昭
和
五
八
年
。

中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
研
究

九
号
）

新
川
哲
雄

三
輪
神
道
に
お
け
る

草
木
国
土
悉
皆
我
体

（
昭
和
五
八
年
。

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報

三
〇
号
）

友
岡
雅
弥

地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
仏
教
の
視
座

（
昭
和
五
九
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

三
二
巻
一
号
）

赤
尾
栄
慶

法
蔵
に
み
え
る
草
木
成
仏
に
つ
い
て

（
昭
和
五
九
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

三
二
巻
二
号
）

川
崎
信
定

B
h
a
v
a
v
iv
ek
a

の
生
類
観

（
昭
和
六
一
年
。

豊
山
教
学
大
会
紀
要

一
四
号
）

末
木
文
美
士

安
然

斟
定
草
木
成
仏
私
記

に
つ
い
て

（
平
成
二
年
。

東
方
学

八
〇
号
）

大
松
博
典

無
情
仏
性

（
平
成
二
年
。

多
田
厚
隆
先
生
頌
寿
記
念

天
台
教
学
の
研
究

）

浅
井
憲
照

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
に
つ
い
て

（
平
成
三
年
。

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要

一
八
号
）

萩
山
深
良

本
覚
思
想
と
自
然
観
｜
日
本
的
自
然
観
の
理
論
的
基
盤
と
し
て
の

草
木
成
仏
観

（
平
成
四
年
。

印
度
哲
学
仏
教
学

七
号
）

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
三
二



粟
谷
良
道

正
法
眼
蔵

に
お
け
る
草
木
国
土
論
（
１
）
（
平
成
六
年
。

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要

八
号
）

荻
山
深
良

謡
曲
に
お
け
る
草
木
成
仏
思
想
に
つ
い
て

（
平
成
六
年
。

印
度
哲
学
仏
教
学

九
号
）

粟
谷
良
道

正
法
眼
蔵

に
お
け
る
草
木
国
土
論
（
２
）
（
平
成
七
年
。

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要

九
号
）

粟
谷
良
道

正
法
眼
蔵

に
お
け
る
草
木
国
土
論
（
３
）
（
平
成
八
年
。

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要

十
号
）

前
田
順
子

草
木
成
仏
に
つ
い
て

（
平
成
八
年
。

仏
教
学
会
報

二
〇
号
）

伊
藤
宏
見

草
木
成
仏
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
（
平
成
八
年
。

東
洋
学
研
究

三
三
号
）

粟
谷
良
道

正
法
眼
蔵

に
お
け
る
草
木
国
土
論
（
４
）
（
平
成
九
年
。

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要

十
一
号
）

伊
藤
宏
見

草
木
成
仏
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
（
平
成
九
年
。

東
洋
学
研
究

三
四
号
）

粟
谷
良
道

正
法
眼
蔵

に
お
け
る
草
木
国
土
論
（
５
）
（
平
成
十
年
。

曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要

十
二
号
）

奥
野
光
賢

吉
蔵
と
草
木
成
仏
説

（
平
成
十
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

四
七
巻
一
号
）

岡
田
真
美
子

仏
教
説
話
に
お
け
る
エ
コ
パ
ラ
ダ
イ
ム
｜
仏
教
説
話
文
献
の
草
木
観
と
環
境
倫
理

（
平
成
十
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

四
七

巻
一
号
）

白
土
わ
か

草
木
成
仏
説
に
つ
い
て
｜
そ
の
形
成
と
展
開

（
平
成
十
年
。

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー

六
八
号
）

上
田
正
行

女
人
成
仏
・
草
木
成
仏
の
こ
と
｜

薬
草
取

（
平
成
十
年
。

金
沢
大
学
文
学
部
論
集

言
語
・
文
学
篇
十
八
号
）

伊
藤
宏
見

草
木
成
仏
に
つ
い
て
（
そ
の
三
）
（
平
成
十
年
。

東
洋
学
研
究

三
五
号
）

桑
子
敏
雄

山
川
草
木
国
土
論

（
平
成
十
一
年
。

哲
学

五
〇
号
）

呉

鴻
燕

荊
溪
湛
然
の

金
剛

の
問
題
点

（
平
成
十
一
年
。

印
度
学
仏
教
学
研
究

四
八
巻
一
号
）

伊
藤
宏
見

草
木
成
仏
に
つ
い
て
（
そ
の
四
）
（
平
成
十
一
年
。

東
洋
学
研
究

三
六
号
）

伊
藤
宏
見

草
木
成
仏
に
つ
い
て
（
そ
の
五
）
（
平
成
十
二
年
。

東
洋
学
研
究

三
七
号
）

編
著
書

前
田
慧
雲

天
台
宗
綱
要

（
明
治
四
四
年
）

常
盤
大
定

仏
性
の
研
究

（
昭
和
五
年
）

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
三
三



上
杉
文
秀

日
本
天
台
史

（
昭
和
十
年
）

島
地
大
等

天
台
教
学
史

（
昭
和
八
年
）

硲

慈
弘

日
本
仏
教
の
開
展
と
そ
の
基
調

下
（
昭
和
二
八
年
）

宮
本
正
尊

大
乗
仏
教
の
成
立
史
的
研
究

（
昭
和
二
九
年
）

鎌
田
茂
雄

中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究

（
昭
和
四
〇
年
）

田
村
芳
朗

鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究

（
昭
和
四
〇
年
）

多
田
厚
隆
・
大
久
保
良
順
・
田
村
芳
朗
・
浅
井
円
道

天
台
本
覚
論

（
昭
和
四
八
年
）

浅
井
円
道

上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史

（
昭
和
四
八
年
）

田
村
芳
朗

本
覚
思
想
論

田
村
芳
朗
仏
教
学
論
集
Ⅰ

（
平
成
二
年
）

田
村
芳
朗

日
本
仏
教
論

田
村
芳
朗
仏
教
学
論
集
Ⅱ

（
平
成
二
年
）

末
木
文
美
士

平
安
初
期
仏
教
思
想
の
研
究

（
平
成
七
年
）

大
久
保
良
峻

天
台
教
学
と
本
覚
思
想

（
平
成
十
年
）

法
華
教
学
史
に
お
け
る
草
木
国
土
成
仏
論
の
展
開
（
田
村
完
爾
）

二
三
四
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